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第
十
九
回町

民
体
力
つ
く
り

四
O
O
歳
駅
伝
大
会

分
館
対
抗

優
勝
繊
河
原
分
断

準
優
勝
八
反
地
分
断

第
3

位
昆
茶
良
分
館

第
4

位
上
林
分
館

第
5

位
志
津
川
分
館

第
6

位
樋

什

分
断

四
O
O
歳
駅
伝

「
|
|
横
河
原
分
館
ガ
、
十
一
連
覇
グ

一
一川
六
日
、
附
天
の
も
と
、
第

十
六
川
市
伝
町
飽
雌
マ
ラ
ソ
ン
大

会
、
第
ト
九
凶
町
民
体
h
H
つ
く
り

問
O
O
議
駅
伝
大
全
が

、

約
千
人

の
参
加
者
で
行
な
わ
れ
ま
し
た

。

上
位
の
成
総
は
次
の
通
り
で
す

。

いちについて、よーい/

中
学
生
部
活

動
対
抗

引
子

優
勝

準
優
勝

第
3

枕

'
Kチ

優
勝

準
優
勝

第
3

位

野
球
部
A

バ
ス
ケ
ッ

ト
部
A

陪
1

・

部

パ
ス
ケ
y

卜
部
A

陸
上
部
A

陸
上
部
B

おめでとうございます/

第
十
六
回

重
信
町
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

小
学
生
男
子
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
抗

r
リ

ι仲
川
乞

ι
y

ザ
1

・
&
A
U
A

旬
V

小
学
生
女
子
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
抗

束
村
詩
織

小

学
生
男
子
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
抗

大
野
智
彦

小
学
生
女
子
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
世

守
屋
知
美

一
般
男
子
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
賞

谷
口
茂
樹

一
般
女
子
ベ
ス
ト
タ
イ
ム

抗

土
山
淳
子

しっかり、準備運動

スタート/



税
務
だ
よ
り

固
定
資
産
税
ー

平
成
六
年
度
評
価
替
え

ー

平
成
六
年
度
の
評
価
替
え
で
は
、

よ
地
(宅
地
)
の
評
価
は
、
全
国

一
律

に
地
価
公
示
価
格
の
七
割
程
度
を

u

椋
に
、
評
価
の
均
衡
化
・

適
正

化
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
0

・

土
地
の
価
格
に
は
、
公

的
土
地

N
価
と
い
わ
れ
る
も
の
だ
け
で
も

①
地
価
公
示
価
格
(同
上
庁
)

②
相
続
税
評
価
頼
(
同
税
局
)

③
同
定
資
産
税
評
冊
額
(
市
町

村
)
が
あ
り
ま
す
。

唱
」
れ
ら

公

的
上
地
評
価
の
間
の
毛
が
大
き
く

段
階
的
な

負
担
調
撃

. 3 . ;なιけの.3:

な
り
、
平
成
元
年
に
成
立
し
た
「
土

地
基
本
法
」

で
、
公
的
上
地
評
価

相
互
の
均
衡
化
と
適
正
化
を
図
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た

。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
六
年
度
の

評
価
替
え
で
は
、
間
定
資
産
税
の

上

地
を

地
価
公
示
価
格
の
七
割
程

度
を
目

標
に
評
価
の
均
衡
化

・

適

正
化
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し

た
。

こ

の
た
め
、
評
価
額
は
数
倍

に
上
井
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

今
川
の
評
価
替
え
は
、
基
本
的
に

均
衡
化

・

適
正
化
を
図
る
こ
と
が

u

的
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て
増

税
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

。

し
た
が
っ

て
、
税
負
担
に
つ
い
て

は
、
評
価
額
の
上
叫
が
そ
の
ま
ま
税

負
担
の
上
昇
に
な
ら
な
い
よ
う
に

適
切
な
調
整
措
置
が
と
ら
れ
ま
す

。

〈
土
地
関
係
で
は
〉

-

住
宅
用
地
に
係
る

-謀
税
掠
準
の

特
例
措
置
が
拡
充
さ
れ
ま
す

。

・

小
規
模
住
宅
用
地

(ニ
O
O

M
ま
で
の
分
)

評
価
額
の
%

(
現行
)↓

評
価
額
の
%
(平
成
六
年
度

)

般
住
宅
用

地

評
価
額
の
見
(
現
行
)↓

評
価
額
の
泊

(平
成
六
年
度
)

ωOrrず分が

その他の IV七!Il J也
I .l'tWt: 1 1I 地}

2似)，がう〉カe

小拠!J.iWt: III Jt

敷地山側 :1ω耐
珂 P ・ tlH f.'t:

-

評
価
符
え
に
よ

っ

て
評
価
額
カ

梓
し
く

上
叫
す
る
宅
地
に

つ
い
て

は
判
定
的
な
特
例
措
置
が
と
ら

れ

ま
す

。

特
例
柿
置
な
し

(
現行
)
↓

評
価
の
上
外
制
合
に
応
じ
て
評

価
額

の
弘
1
%
に
圧
縮

(平
成
六
年
度

)

?
宅
地
に
つ
い
て
は
、

税
負
担
の

緩
和
措
置
と
し
て
負
担
調
撃
率
が

あ
り
ま
す
。

こ

れ
が
よ
り
な
だ
ら

か
な
税
負
担
と
な
る
よ
う
に

調
整

さ
れ
ま
す

。

〈
{
畠
部
屋
関
係
で
は
〉

-

家
屋
に
つ

い
て
は
、
耐
用
年
数

の
短
縮
が
行
わ
れ
税
負
担
が
軽
減

さ
れ
ま
す

。

・

木
造
住
宅

二
問
年
(
現
行
)↓

二
O
年
(
平
成
六
年
度
)

三
二
年
(
現
行
)↓

二
五
年
(
平
成
六
年
度
)

.

非
木
造

住
吉
・

ア

パ
ー
ト

じ

O
年
(
引
行
)
↓

し
ハO
年
(
千
成
六
年
度
)

.

非
木
造
い
れ4務
所

-K
O
年
(
引
行
)↓

間
江
年
(
ヂ
成
六
年
度
)

.

非
木
造

・

L

場

問
O
年
(
現
行
)↓

一a
一R
年
(4

巾
ド
・
成
六
年
度
)

-

非
木
造
の
住
宅

・

ア

パ
ー
ト
の

初
期
減
価
が
引
き
ド
げ
ら

れ
ま
す

。

0
・

九
(
呪
行
)
↓

0
・

八
(
ヂ
成
六
年
度
)

-

a
米
分

の
家
同
(
す
で
に
課
税

さ
れ
て
い
る
家
出

)
が
三
%
減
価

さ
れ
ま
す

。

一平
成
六
年
度
に
評

価
秤
え
が
行

わ
れ
る

こ

と
に
伴
い

以
上
の
よ
う

な
調
軽
措
置
が
と
ら
れ

、

評
価
が

上
が
っ

て
も
、
税
負
担
が
急
激
な

増
加
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ

て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

税
務
謀
固
定
資
産
税
係

官
六
四
l

二
O
O

一

内
線
二
四

一
・

二
問
二

固
定
資
産
税
と
は

-

固
定
資
』
税
と
は
、
毎
年
一

月
一
日
現
在
、
土
地
家
屋
、

償
却
資
産
を
持
っ
て
い
る
F

が
、
そ
の
資
産
が
あ
る
市
町

村
に
、
そ
の
資
産
価
値
に
応

じ
て
納
め
る
税
で
す

。

-

間
走
資
産
税
は
、
町
税
収
入

の
約
三
分
の
一
を
占
め
、

町

民
税
と
と
も
に
町
財
政
の
大

切
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・

土
地
と
家
屈
は

、

一二
年
ご
と

に
評
価
替
え
が
行
わ
れ
ま
す

。

次
の
評
価
替
え
は
平
成
六
年

度
で
す

。

固
定
資
産
課
税
台
帳

縦
覧
期
間
変
更
(
予
定
)

の
お
知
ら
せ

i
成
}ノ
年
度
l

、

地
方
税
・

の
改
正
が
予
定
さ
れ
て
お
り

z

す
の
で
、
前
回
の
基
準
年
度
と

同
様
、

一
か
月
遮
れ
の
四
月

一

日
か
と
な
る
見
込
み
で
す

。
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υ尽くみ取り料政正、平成8年4月1自力1\5
し尿くみ取り家庭のみなさん、町では、平 合均等制料金早見表: 1ヶ月当り

成6年4 月 1 日からし尿 く み取り料が13年より

に改正され、次表の料金が適用されることに

なりましたので、ご協力をお願いします。

し尿処理手数料

1ix 
均等 市IJ 従品事IJ

人 ïíJi制世帯留Ij 別 y トル

l 人 1 か月 11止~Iil か月 当 り

111 ;式{必榊
210PI 290PI 140111 

(まる述。

普通 fl1!憎 210PI 550JlI 140PJ 

同一 111:持いj で使糟が二つ以上あり、同時に

く みとりした場合のi lt ，tl f1ìlJ料金は 1 1I式 f!lI榊の

場合290円、普通便槽の場合550P J を加える 。

合従量制料金計算例

450 リ ッ トルの場令

14OPI/LX (450L-:-18U =3.500PJ 

3 ， 500fl J に消費税分100PJが加算さ れ

3 , 600f' J となる 。

人員数

~ 料金
旧式

500PJ 
使附

普通
760PJ 

使伴，I

人員数

~ 料金
川式

920円
使ftI\i

;U;: j凪
1.180 ド l

出榊

人員数

~ 手十 金

川式
1.340['1 

[挺榊

;Uf- j曲
1. 6lJOl' 1 

i垣間

1 人 2 人

消費税 合計 料金 消費税 合計

1Wi 5 1 0円 7 1 0円 20円 730PJ 

20PI 780lTJ 9701' 1 20円 990円

3 人 4 人

jl1� 'Llt税 千子 J I・ 料令 il'� 'Pl税 1寸入 号μ ト』

20円 940円 1.130fIl 30円 1 . 160円

30['] 1.210PI 1. 390PJ 40[11 1.4301g 

5 人 6 人

l自由税 it 入t 守~f' 料金 i山首税 介日|ー

401' 1 1 , 3801' 1 1.5501'1 401'1 1.590P-1 

401' 1 1.6401'1 1.8101'1 50PJ 1.8601'1 

民年金保険料も改定、平成6年4月から1ヶ月分1 1， 100円
千成6 .1 1:'. 4 川か ら国民年令の保険料が変わリます。

新しい保険料は、 1 ;ウ川分が1l .100P J です。

保険料の納め方には、 毎川 納めるプii去のほかに、

p手分 (今年の 4) J か ら 腎年の3)] 分まで) をまとめて

納める方法がありま す。 こ の )j i去を 「前納」 といい

ます。

この「前納」 制度を利用されると 、納め忘れがも

く 便利なのはもちろん、 保険料も劃引 きれて大変お

得です。

なお、 役場で前納のお取扱ができるのは、平成6年

4月末 日 までにな っ ています。

r11 l:(.1 I=-合は、イI'QI 人年令と輿なり、同が責任を持つ

連常する制度ですので、毎年の物価上昇に見合っ

た年金額の IJI き上げを行っ ています。 これにより、

受け取る年金の価値を現在 ・ 将米に ìJ主り維持して行

きます。 今 In l の年金額 ・ 保険料の改定は、物価i上好

こよるスライ ドなどによるものです。

毎月納めた場合と前納した場合の保険料比較表

定簡保険料

定額保険料+付加保険料 134.6701'1 

日日J 51 組

3.210PJ 

3.330円

これだけ、お併です。

臨時保母登録者募集.F
重信町では、保母資格を お持ちの方で、 臨時保母

として登録される方を募集しています。 これは、今

働いている保母が、出産や病気などで長期の休暇を

とる場合に、代替保母として勤務をお願いするもの

です。

詳しくは、 役場福祉訴までお問い、合わせ 。 (".. ., '0 

ft64-2001 内線253
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こ
S
S
傭

重
言
定
淡
十
一

-
-
E
-
-，a
.
，

F
L
・

-
=
Z
E
-
-

重
信
史
談
合

(武
智
成
彬
全
長
)

は
、
こ

の
ほ
ど
、
会
誌
「

重
信
史

談
・

十
二
号
」
を
発
行
し
た

。

A

5

判
、

八
卜

三
ペ
ー
ジ
。

内
容
は
「
造
併
の
流
れ
の
な
か

の
重
信
町
内
の
附
階
」
一υ川
崎
大
雄

氏
、
「
長
度
天
皇
の
遺
跡
を
訪
ね

て

」
別
府
組
紘
氏

、

「
烏
7

峨
主
械

部
家
訴
に
つ
い
て
」
渡
部
正
寿

氏
、

「
佐古
谷
池
の
歴
史
と
今

後
の
諜

組
」
石
九
法
明
氏
、
「
ふ
る
さ
と

同

顧
1

汽
車
通
学
・

山
田
窪
駅
の
こ

-
z
a
't
i
 

2

・

・

t

l

a-, 
• 

..
 

，

z

・

一
号
発
行

ろ
」
井
上
龍
雄
氏
、
「

昔
話
の
世
界

l

民
話
・

伝
説

・

神
話
な
ど
」
武

智
成
勝
氏

。

ぃH
川
橋
氏
の

「
造
培
の
流
れ
の
な

か
の
l

」
は
、
前
編

・

肘
ぽ
引を
考

え
る

基
本
ー

か
ら

小

編
・

全
凶
的

な
造

培
の
流
れ
l

に
触
れ

、

後
編
・

重
信
町
内
の
肝
肝
l

で
町
内
の
用

情
を

克
明
に
記
述
し
た
力
作

。

，

h

九
氏
の

「
佐
山
一
令池
の
l

」

は
、

佐
山
ダ
ム
に
竺
ま
れ
変
わ
る

一卜
林

の
佐
十
日
谷
池の
腰
火
と
中
l

耐
す
る

課
題
を
取
り
上
げ
た
も

の
。

井
上
氏
の
「

ふ
る
さ
と

川

顧
|
」
は

、

ら

う

し

ハ
ト
年

も

前
の
思
い
出
。

出
サ
門
的
な
記
述
か

ら

懐

旧
談
ま
で
、
バ
ラ

エ
テ
ィ

ー
に

日
み
興
味
涼
く

、

郷

上
の
廃
史
を
知
る
上
で
の

立
敢
な

一
附
と
な

っ

て
い

る
。

定
側
九
百
刊

、

購
読

希
川望
者
は

、

E
信
町
隠
史

民
俗
資

料
館
へ
中

し
込
み

の
こ
と

。
宮
六
四
|

三
問

一
間

国
保
だ
よ
り

国
民
健
康
保
険

保
険
証
の
更
新

引
夜
、
同
民

健
康
保
険
に
加
入

し

て
い
る

方
の
保
険
証
の
有
効
期

限
は
、
平
成
六
年

三
日

三
十

一
日

と
な

っ
て
い
ま
す

。

新
し

い
保
険
証
は

、

三
日

本
日

ま
で
に

議
九
す
る

叶
一帯
ご
と
こ
郵

便
に
て
お
送
り

し

す
。

.新しL 、保険証を受け取ったら

国;ぷ'.住所、氏名、生年月日な

どに誤りがないか確かめま

しょう

期
限
(三
川

三
十

H
)
カ
過
ぎ

た
保
険
証
は
、
役
場

・

町
民
謀
へ

お
返
し
下
さ
い

。

な
お
、
刷
出民
健
康
保
険
か
ら

社

会
保
険
等
に
加
入
し
た
方
で
、
資

絡
喪
失
手
続
き
を
済
ま
さ
れ
て
い

な
い
五
は
、
早
急
に
手
続
き
を
行

っ

て
ド
さ
い
。

お
問

い
合
わ
せ
は
、

町
民
諜
・

凶
保
係
ま
で
。

(宮
六
問
1

一

.裏面の注意司E項をよく腕

んでおきましょう 。

保険証の記号、番号を確

認 し て、忘れずに記録して

おきましょう 己 。

。

健
康
ウ
方
l

キ
シ
ヴ

定
よ
り

昨
年
か
ら

始
め
ま
し
た

「
健

康
ウ

ォ

i

キ

ン
グ
(歩
行
)」
で

は
、

二
月

十
五
円
現
在

、

百
九

十
六
名
の
方
が
登
録
し
、
健
康

づ
く
り

の
た
め

、

ウ
ォ

l

キ
ン

グ
を
実
行
し
て

い
ま

す
。

通
算

距
雄
五
百
切
を
超
え

、

記
念
メ

ダ
ル
を
受
け
取
ら

れ
た
方
も

い

ま
す
。

(五
百
切
を
超
え
ら

れ
た

方
は

、

記
録
用
紙
を
町
民
訴
ま

で
持
参
し
て
下
さ

い
。

記
念
メ

ダ
ル
を
贈
呈
し
ま
す

。

)

ま
だ
、
登
録
さ
れ
て
い
な
い

方
は
町
民
諜
で

手
続
き
し
て

下

さ

い
。

記
鋒
用
紙
や
反
射
テ
ー

プ
付
き
タ
ス
キ
を
お
渡

し
し

す
。

ウォーキングをする島幸の呼吸は、 l歩ごとに、rすうfすうfは{J
rはしの要領で。足の動きに合わせてリズミカルな呼吸を/
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新
入
生
を
お
持
ち
の
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
、
ご
入

学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

。

今
年
の
重
信
町
内
小
川
子
校
へ
の

新
入
児
(
昭
和
ムハ
ト
二
年
四
月

二

日
か
ら
昭
和
六
十

三
年
四
月

一
日

々
ま
れ
)
は

、

二
百
問
ト

二
人

で

す
。

該
当
す
る
お
子
さ
ん
で
、
下
記

の
名
簿
に
漏
れ
て
い
た
り
、

病
気

や
そ
の
他
の
理
由

で
就
学
猶
F

の

申
請
を
す

る
五
、

二
月

一
日
以
降

に
転
入
し
た
方
で

手
続
き
を
済
ま

せ
て
い
な
い
方
は
、
重
信
町
教
育

委
員
会
、
教
務
課

へ
ご
述
絡
下
さ

い
。

(宮
六
四
l

一
五
O
O

)

な
お
、

こ

の
名
簿
は
平
成
六
年

一
一月

一
日
現
在
で
作
成
し

、

生
年

月
日
の
順
で
記
載
し
て

い
ま
す

。

。3
小
川
涼

木
下
彰
人

酒
井
雅
典

沖
問
亮
平

佐
伯
拓
也

北
川
鼓
太

山
卜
泰

一宇

越
智
洋

件
々
木

優
光

川
け
智
正

式
刊
健
太

服
部
中

づ
山
刊
此

仲
間
陥

一

利
川
附
介

加
藤
裕
樹

八
木
祁
次
郎

古
田
端
尚

松
浦
有
祐

l
J

E

-

-
Jリ

ヘ

バ
H
A

叶

A
rh
H
μ

波
部

史
郎

木
合
康
知
日

桑
原
康
彦

八
木
結
北

大
西
賢

二

波
部
祐
輔

近
藤
浩
賞

北吉井小学校

男46人・女63人

109人

阿
部
康
志

藤
田
理
知

金
津
大
介

和
問

達

也

奈
川
優

塚

本

守
晃

児
河

聖
也

越
知
円
昭
博

小
池
辰
徳

r
h
川
徳
久

h

出

M

汁
作
ぃ
谷
恭
sノ
」

凶

信
武
郎

仙
波

幸
信

向

須
立
制

吃

H

ぷ

針

イ

1
1
1

門

多
紀
明

H

H

I

J

t

M

 

t
'

H
U

山
花

日

以
政
大

岡
原
凌

乃

JA
-

l

i

J
 

奥

川

春
サ

一

立
山
民
峰

塩
出

浩
美

今
井
仁
美

門
出
燕

森
万
佑
子

渡
部
梨
都

葵

近
藤
菜

津
美

朝
山
香
織

比
野
平
恵
子

高
橋
粧

子

渡
部
正
利
沙

野
口
ヒ

奈

囲
安
ま
な
つ

山
内
教

子

西
森
忠
理
香

川県
河
麻
盟
奈

二

宮
雅
美

佃
安

津
子

他
m

ゆ
か
り

仲
川
催
希

杉
川
和
香

相
版
燕

波
部

山
香

店
内
侍
織

三

崎
山
口

兵
組
鍔

新

矢
野
遇

大
阿
山
住
梨

1
1、
、

百
H
A
H

-
r

ド

j

ノ

J
E

悟
E

HJ

戒
能
み

ず
き

上
附
康
子

務
総
美
紗

坪
内
一
作
京

小

村
理
絵

波
部
有

美

渡
部

一山
中

凶

宮
綾
子

重

松
前

子

水
崎
友
希

兵
頭
志

保

池
川
由

季

埜
下
智

代

石
丸
祥

子

中

重
睦
美

和
町
間

子

村
野
麻

里
車

谷
間
其

奈

越
智
真
寿
美

土
居

明
銀

一
色

英
実

越
智
玲

華

大
地
出
結
花

新
附

忠
則

一

松
木
久
乃

山
け

骨
織

篠
崎
な
お

石
川
麻
此

前
池
円
十
記

橋
本

・

奈
緒
脊

新

峰
英
子

長
山
和

婦
人
会
だ
よ
り

平
成
五
年
度

温
泉
郡
連
合
婦
人
会
教
育
研
究
大
会

中
島
・
川
内
・
重
信
の
三
町
か

ら
ニ
百
人
が
集
ま
り
盛
会
で
し
た
り

一
月

三
十
日
の
日
限
日
、
町
民

会
館
に
お
い
て
、
砂
現
代
の
社
会
に

適
し
た
新
し
い

家
族
の
あ
り

方
や

チ
育
て
。
な
ど
を
求
め

研
修
を
深

め
ま
し
た

。

和
旧
町
長
さ
ん
と
柳
部
県
議
さ

ん
が
、
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
述

べ

ら
れ
し

た
。

ぷ
嫁
の
座
、
姑
の
座
H

と
題
し
、

野
間
宮
子
先
生
が
講
演
さ
れ
ま
し
た。

今
治
明
徳
短
大
講
師
の
野
問
先

引
は
、
白
山
H山
な
経
験
か
ら
の

札
ハ
体

的
な
話
や
ユ
ー
モ
ア
を
出
え
て

小

身
の
濃
い
訴
を
さ
れ
ま
し
た

。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
産
地
品

交
換
で
楽
し
み
ま
し
た
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

交
換
を
し
た
あ
と

レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
で
は
す
ば
ら

し
い
隠
し
芸
を

披
践
し
、
友

好
の

輪
を
広
げ
ま
し
た

。

ま
た
、
産

地
品
交
換
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
町
の
特
産
品
や
手
づ
く

り
品
が
出
品
さ
れ
好
評
で
し
た

。

(
抗
伝
町
制
人
会
)



藤
田
雄
也

篠
宮
誕

日
須
賀

悠
北

京
徹
也

松
田
友
紀

高
瀬
悠
己

小
原
祐
司

東
純
険

上
田
和
弘

古
味
正
敬

清

水

太

一

提
誠
時

久
保
圭
司

森
琢
哉

古
野
直
人

大
石
恭
史

小
川
悦
治

山
須
賀
達

也

烏
宅
倫
道

平
野
雌
大

森
柿
樹

宇
都
宮
圭
孝

西
山
伯
作

波
部
雄
大

凶
野

啓

山

上
裕
之

丞
松
隆

1 7 目ちιけn.3・J

南吉井IJ、学校

男 58人・女52人

110人

鍛
宮
矧
太

重
信
彬

公
日
桂
盗

1

1

J

i
 

池
川
彰

中
野

宗
彦

大
西
将
大

市
川
雅
哨

福
井
竜

也

高
原
良
文

戒
能
明

白
橋

幸

大

'
e

f
b
s
C
3
z
r

z、

バ
川e
W
3
M
n

』i

彬
野
雄

一

横
山
剛
大

柏
原
孝
祐

繰
回
将

大
森
隆
史

高
原
徹

栗
旧
龍

松
川

知

也

波
浩
美
山
火

波
部
指
兵

海
稲
俊

也

擁
護
孝
幸

山

下
ム
サ
シ

越
智
忠

一
郎

菅
原

H
印
啓

大
西

聖

治

大
西
宏
佳

福
田
立
之

亀

井
宗
介

山
内
春
奈

京

美
由

紀

三

好
春

奈

重
松
沙
代

向

須
賀
唯

点
食
品
少

山

内

李
紗

明
主

業
安

t

j

;

3
 

佐
伯
香
保
里

山
市
美
紗

剥

け

随

一
川
英
里

寺

川

紗
代

鶴
関
長
奈

同
行
理
主

t

l

l

j

 

長
野
綾
佳

八
木
彩
織

H

野
佐
知
千

点
村
美
緒

山
内
脊
菜

戒
能
奈
池
希

小
笠
版
直

子

」
仁

l
k
1

止
r

『
I

L
島
守

矢
野
点
由
美

上
山
持
織

H

版
下
住

和
同
美
総

疋
松
良
夫

山
本
帯
雨

一/
木
梓

藤
原
俊

栗
山
美
紗

杉
野
萌

古川
市
さ
お
り

高
須
賀
咲
希

酒
井
麻
衣
子

東
誠
チ

三

好
彩
禁

中
川

裕

子

宮
附
麻
佑

越
知
車
伊
子

中
内
茂
町
知
チ

矢
川
部
来
日
利f

竹
内

U
T紀

井
門
美
奈

γ
ナ

同
県
h
.刈
六
品
々

大
北
脱
衣

大
凶
博
美

大
雨
智
世

佐
伯
由
希
子

本
山
悠

山
内

』
ぷ

大

森
淳
司

丹
生
谷
川
久
粧

古
味
哲
之
南

野
中

力
道

兵
頭

m

彦

松
下
恭
土

門
山
洋
介

谷
松
麻
衣

R

井
奈

川合
森
友
彦

H

野
山
+
M
V
4

宮
本
祐

也

拝志小学校

男7人・女10人

17人

両
市
兵

美

森
ゆ
か
り

汁
坐
谷
奈
津

武

智
雄

ん

高
橋
愛
美

高
須
賀
梨
ん

松
本
務
郎

森

山
先
江

上林小学校

男4人・女2人

6人

1111 波谷

j皮脅1I 11 

希 μl定

望梨秀

清
潔
で
気
持
ち
の
い
い
生
活
環
焼
を
目
指
し
て

|

平
成
五
年
度
重
信
町
婦
人
団
体
研
修
会

|

町
の
ゴ
ミ
に
対
す
る
課
題
と
対

策
を
テ
ー
マ
に

、

二
日
十

三
け
、

町
民
会
館
で
、
町
内
婦
人
同
体
に

よ
る
研
修
会
が
あ
り
ま
し
た

。

町
の
ゴ
ミ
の
実
状
を
聞
い
た
り
、

岩
械
村
ゴ
ミ
問
題
を
考
え
る
女
性

の
会
代
表
、
県
瀬
久
美
子
さ
ん
の

講
演
が
あ
り
、
プ
ミ
に
対
す
る
関

心
を
大
い
に
高
め
ま
し
た

。

E汚職事主図面民主歪ヨ

で

;11:{, �llJ r社会 ilMII:協議会 h'.itlt j-,fj ~)j 

\'i. I"IH を次のとおり ~~ lt します。

1. 募集職穣及び人

ilM11・ i ，rjliJg'j.f "IH 1γ2 

I 2 . 応募資格

II1H1139 {H J J 2 " n 1&に ' 1 ーま iLた
fr-で 、 N.Î1'止にJ1p'併のある れ

3 . 試験日

・ 1<)蕊6{!"- 3)J 25" l~司

4 . 試験場所

iJi:{, \町.以会命1

5. 試験科目

一般教ft . 11，文‘ If!i i産
6. 受験手続

'1<).ぷ 6{ド 3)J 22 11 までに kl1J.~翌 九

('び rf l凶 1・t) をíJì: {， \町民会自白内、

社会川相l 協議会 'l~務 I"j まで提出

してトーさ L 、 。

話;C~下し L 、ことは、 Hthh ']q~若 I"j

お ji iJ ~、介わせ l、さ L 、 。

会64 - 1597
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• 

(ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
i

平
成
五
年
度
実
績
報
告

|

…

し
た
。
ね
た
き
り
老
人
や
福
枇
胞
設
入
所

み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
、
の
五
々
に
お
贈
り
し
ま
し
た

。

た
く
さ
ん
の
義
援
金
と
、
近
信
町
み
な
さ
ん
の
ご
以
前
と
ご
協
力

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
拠
出
し
た
に

感
謝
小

し
上
げ
、
そ
の
状
況
を

四
六
六
、
二
四
三
円
と
あ
わ
せ
て

、
報
公
し
ま
す

。

平
成
五
年
度
蔵
た
す
け
あ
し

運
動
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
柏

極
的
な
ご
協
力
に
よ
り
完
了
し
ま

平成5年度
歳末たすけあい募金実績表

I也 区 名 実 紅i 額

IlJ 之 内 28 , 800 

書面 ロ 78 , 900 

楠ー 河 原 151 ,500 

づ'巳.'、 津 ) 11 199 , 600 

西 !珂 55 , 600 

播磨台団地 32 , 700 

見 支nえ、 良 132.000 

田 窪 202 , 200 

田窪団 地 56 , 100 

牛 捌 102 , 300 

上樋団 地 35 , 700 

牛糊団 地 144 , 300 

再1 野 回 50 , 100 

ヰヒ 野 回 36 , 200 

北野台団地 17 , 400 

事庁 村 30 , 600 

上 林ー 61 , 800 

下 林 98.100 

上 キ，t 36 , 600 

1.550.500 

有 τ，ut .、 24 , 535 

言 1 ・ 24 , 535 

ぷロ入 計曲 1 , 575 , 035 

と
が
で
き
ま
し
た

。

こ
の
運
動
は
、
ご
ぷ
知
の
と
お
り
、

国
民
た
す
け
あ
い
の
民
間
運
動
で
、

寄
せ
ら
れ
た
普
立
は
、
社
会
福
祉

施
設
の
繋
備
等
に
使
わ
れ
ま
す

。

別
ぷ
の
と
お
り

作
地
M
一
、
職
域、

会
社
咋
で
多
傾
の
蒜
令
を
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
こ
と
を
柑
行
す
る
と

と
も
に

、
今
後

一
肘
の
ご
協
h

を

お
願
い
し
す

。

平
成
五
年
度
共
同
募
金
運
動
は

み
な
さ
ん
の
多
大
な
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
目
標
額
を
達
成
す
る
こ

平成5年度
共同募金実績表

地 区名 目標額 実級 官l

山 之内 33 ,600 39.900 

樋 口 95.200 108.400 

横河原 178 ,000 204.100 

志津 川 264.400 270.500 

西 岡 66.000 79.300 

幡磨 台 40.400 40.400 

戸 見奈良 156 ,800 180.700 

問 窪 239.200 276.900 

月 IJ
悶窪団地 67 ,200 75 ,200 

牛 t抑i 93.600 102.800 

明書 池 32 ,000 34.400 
募
上樋団地 40 ,800 47.200 

牛湖l団地 190.000 194.100 

1fJ: 南野間 60.800 67.400 

北釘' 閏 40 ,800 48.000 

北野 台 21. 600 21.600 

新 村 37.200 40.200 

上 林 73.600 82 ,200 

'T 林 124.000 135.600 

上 キ，t 46.000 46.200 

行十 1. 901.200 2.095.100 

戦成バッジ募金 540.000 553.500 

法 人募 金 458.800 513.780 

メ'"弘、 2.900.000 3.162.380 

( Ill(.'CI'Il (I II. (~: ドIl

(1 1\ (主I'J)平成5年度歳末たすけあい配分実績表

配分項目 人 数 単価 金 額 配分項目 A 数 単価 金 額

午前保護 1": '1~~' 32 5.000 160 ,000 施設入所有 57 5.000 285.000 I 

準保護 111: 'H~ 63 5 ,000 315 ,000 施 設 119 , 678 

ゐ :. :{;ねたきり 48 4 , 500 216 , 000 ttl f本援助 35 ,000 

へルパ一派遣 i仕帯 16 4 , 500 72 , 000 トtl f1メ i円i !I1}j 'I.'l 109 , 600 (7ハ 一セント)

H: JU1 保護者 162 4 , 500 729 ,000 令 378 2 , 041 ,278 

平
成
六
年
度

母
子
家
庭
お
よ
び
寡
婦

自
立
促
進
講
習
会

ワ
ー
プ
ロ
講
習
会

対
象

母
子
家
峰
の
母
、
も
し
く

は
そ
の
子
女
又
は
存
続
、

お
お
む
ね
凹
0
・
才
ま
、

科
目

ワ
l

ロ
(日
間
三
級
資

格
取
得
講
座
)

日
時

四
月
j
H

ゆ
i

五
月
コ
二
H

ω
ま
で

毎
週
火
・

金
制
円
の

午
前
九
時
三
O
分
か
ら

午
後
三
時
三
O
分
ま
で

会
場

愛
媛
県
母
子
栢
祉
セ
ン
タ
ー

定
員

二
O
名

受
講
料

無
料

(
テ
キ
ス
ト
代

一
‘五
O
O

円
は
自
己
負
担
)

申
込
締
切

三
日

三

日
休
ま
引

に
印
鑑
を
持
っ

て
愛
妻
県

母
子

一制
社
セ
ン
タ
ー

間
愛松 い
股山 合
!H ï行 わ
'R~ 1:1'1 せ

官官 子一
三三 柿)'j
ー 祉 Plf

1 1 セ ，じ
ヒ ー ン |
二 O タ 三

五 二



平
成
五
年
度

重
信
町
社
会
福
祉

協
議
会
、
全
戸
全
員
制
の
実
施
に

あ
た
り
町
民

の
み
な

さ
ん

の
ご
協

力
に
よ
り
一
、

O
三
五
千
円
の
会

費
を
納
め
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。

な
お
、
会
費
の
半
額
は
、

地
域

福
祉
の
増
進
の
た
め
各
地
区
に
配

布
し

、

残
り
の
半
額
は
、

心
身
障

害
者
、
ね
た
)
老
人

、
独
居
老

A

ノ
対
策
事
業
費
な
ど
に
充
て
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

み
な
さ
ん
の

ご
協
力

に
感
謝
す

る
と
と
も
に

、

そ
の
実
績
を
報
告

し
ま
す

。

⑥ 

⑧ 

( 'I\( ，~: 1'1) 

⑧
⑧
 

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
L

、

次
の
方
か
ら
金

一
封
を
寄
付
下
さ

い
ま
し
た

。

松
本

千
忠
子
さ
ん

(牛
洲

)

窪
田
勝
治
さ
ん

(ザ
洲

)

凶

安
夫
さ
ん

(
田

窪
)

山
内

一
正
さ
ん
(
川

窪
)

八
木

完
さ
ん
(
牛
洲

)

波
辺
ヨ
シ

エ
さ
ん

(
横河
原
)

坂
上
文

明
さ
ん

(志
津
川
)

石
九

一安
さ
ん

(上

村
)

平成5年度
重信町社会福祉協融会会費

I也 区 名 ぷコhエh 強

はl 之 内 18 , 800 

:r,Hí 口 52.600 

横川 i可 原 101 , 000 

::!:: i宰 ) 11 131.200 パ:色、

西 同l 36 , 000 

f番踏台団地 22.600 

見 奈 良 88.000 

回 窪 135 , 000 

田窪団 地 3 7 , 400 

沸l 68 , 200 

上組団 地 23 , 8 0 0 

牛 淵団 地 101 , 000 

南 町P 田 33 , 4 00 

ヰヒ 野' 国 23 , 200 

北野台団地 11 , 600 

事庁 村 2 0 , 40 0 

上 林 4 1 , 200 

下 林 6 5 , 200 

上 キす 24.400 

ムロ 1 , 035 , 000 

狂犬病予防注射と畜犬登録 ; 
王子制年伎のfI犬病 子防注射と似琵鈷を月IJ表の 円 程で :

実施 します。

毎年 1 1 111 の注射と笠鉢は制主の義務です。 必ず受けるよ !
うにしましょう 。 : 

料イf. iU.t来1 . 2 , 570 1' J ^".  __ ^ ", : 
合 ，f l ・ 4 . 770 1'J : 

ぜ鉢料 2. 2 0OJJ~ 
※なるべく お釣リ のいらないようにお願いします。 I

こ のJ必制州州州州U切州川州州11山川川11似間i日泊i口川lド川lリ小iドl に 口

は動物病院で、 笠3鈷主はf役支場悩初祉.諜で受けf小什‘寸「けています。 ; 

1 9 ・ぜかすのみ.

平成6年度狂犬病予防注射及び畜犬登録日程表
月 11 t説 1りf P;'f 11¥1 

4 月 11 日 山之内公民防[ 9:50-10:00 

( 月 曜 日 ) |出| えん挺 10 : 05-10 : 15 

策本谷ノずス十子 10 : 20 -10 : 30 

JI' 11 公民館 10 : 35- 10 ・ 50

他日公民館 1I : 00-11 : 55 

械1可 If，i 一本f1 13: 00-13 : 30 

Y.t~li庁 tjîj 13 : 40-14 : 20 

見袋五l 公[l';倣 14 : 30-15 : 0。

4 月 12 日 械 iuIlí.l 公以m 9 : 30 -10 : 00 

(火曜 日 ) ぷi主川 公民館[ 10: 10-11 : 00 

八IX.地公民飴 11:10-12:00 

I'Y 1刈公民館 13 : 00 -13 : 30 

i也之ド公民釘{ 13 :必ー 14 : 0。

111 作. 公民t，'( 14: 10-J4: 50 

4 月 13 日 役場駐lJ!~必 9: 00-9: 50 

(水曜 日 ) IB úH.ijJ也公民館 10 : 00 -10 : 50 

1 1-1 径公以館 11 : 00 -1I : 50 

j屈 i也公民館 J3: 00-13 : 30 

'1'. i刻公民館 13: 40-14 : 20 

'hlil トtJj血 Il ntiH十 Ijíj
14 : 30-15 : 00 

(111 第2(~~ ff li)r)

4 月 14 日 f話}純子?卜~J也公民館 9: 30-10 : 10 

(木曜 日 ) 新村公民館 10: 20-10 : ~O 

~tn川公民自fí・ 10 : 50 -11 : 10 

l有'ff-f11 公民館 11 : 20-11 : 50 

1-. f・f 公民館 13 : 00-13 : 20 

{ﾍ )L敏雄'üjîj 13 : 30 -13 : 50 

ド林凶の谷公以前I 14 : 00 -14 : 20 

(111幸寺集会JiJ庁 14: 30-14: 50 

4 月 15 日 J: 林 ivj Ij(公民官官 9 : 40-9 : 50 

(金曜 日 ) '1 '筋 j長イJ所 10: 00-10: 10 

谷バス停 10: 20-10 : 30 

公民館 10:40-11:00 

イt山作!W1.: lj íj 11 : 10-11 : 20 

一ノ瀬集会所 11: 30-11: 40 

ド林 八申書集会所 13 : 00 -13 : 20 

即1) *集会所 13:30-14:0。

Il l f手志~林組合繊 14 : 10-14 : 20 

)jlll(f:(�n勀 14 : 30-14 : 50 

重信町教育相談室

月 ロ 相談員

9 近藤 栄宏

3 
16 近藤 良僻

23 都荷 千年一

30 武?? 道子

毎週7J< 1I程上l

13:00-17:00 

凶苦館3階

64-3437 

直接来られでも

かまいません。

時

所

話

- 日

- 場
・ 電
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困
回
国
四
回

平
成
五
年
度

各
種
健
康
診
査
の
報
告
②

「
け
ん
し
ん

」

に
は
、
「
検
診
」

と

「
健診
」
の
二
種
類
の
字
を

使

い
ま
す
。

こ
の
遠
い
は
次
の
と
お

り

で
す

。

検
診
H

病
気
そ
の
も
の
を
見
つ
け

る
こ
と
(
例
一
同
が
ん
検

診
)

健
診
H

身
体
全
体
を
み
て
輿
常
な

所
見
が
な
い
か
確
か
め
る

こ
と

(
例
一
成
人
病
健
診
)

E玄室双書宮署窃空軍

精検結果
・ がんの(也、 \'1 ~長. 円 、 l '二mn品 ìtlj吾、
大船ボリープ努といった病気で、
ihltlにつながった人がいます.

5， 167人

6，時8人

人

6.α刃

5.134人

2 は旧

5.氏氾

健
康
づ
り
を
す
す
め
る
上
で

、

「
検
診
」
も

「

健
診
」
も
ど
ち
ら

も
大
切
な
事
で
す

。

各
種
が
ん
検
診
の
結
果
を
報
告

し
ま
す

。

平
成
六
年
度
も
各
種
が
ん
検
診

及
び
基
本
館
診
(
成
人
病
健
診
)
を

実
施
し
ま
す

。

「
検
診
」
と
「
健
診
」

両
方
受
診
し
て
健
康

づ
く
り
に
役

立
て
て
下
さ
い

。

受縁者のうち
要繍検者

1 8人
ノ

/ 

子宮けいがん
実惨

胃がん
検診

l 目αm

病
気
別
健
康
教
室
(
後
半
)

⑬

縞
祉
課
保
健
婦

宮
六
四
|

二
O
O

一

内
線
一二
一
一
・

コ
二
二

病
気
別
の
健
康
教
室
を
左
記
の

と
お
り
実

施
し
て
い
ま
す

。

〈
場
所
〉

町
民
会
館

〈
持
参
品
〉

健
康
診
断
結
呆
通
知
書

〈
参
加
費
〉

無
料

〈
申
・
し
込
み
方
法
〉

実
施
日

一
週
間
前
ま
で
に
、
福

祉
諜
・
保
健
婦
ま
で
述
絡
下
さ
い
。

ー
レ

手
。

出
民

変山
村

のダレカ飽υ
本山

全
教附Mm 

刷
出

n6
H
C
 

J
本

ぉ
，
l

--------
日 E寺 内 容 2揮 台市

il .l主
11本体育協会公正t

鰭尿病
3月 8 日ω 14:00- スポーツド7デー教室 16:00 「運動i如上について J

林 ijt ，; !医師

14: 00- 講義 愛媛大.'t l災 '7:ffl~
3)'11 611附

15 目 30 「血[ 1: について」 新附l 行二 i州市

高血圧
教室

10:00-
講義「滅i孟について」

lう )jl.ムr-禾:ilJ: 
3月 24 目的 調理実例 q感J品食」

f~~健総12:30 
みそ il・単分i&l皮測定

、-

四
月
一
日
か
ら
、
警
察
官
等
の
制
服
が
変
わ
り
ま
す

警
察
官
及
び
交
通
巡
視
員
の
制

服
が

、

平
成
六
年
四
月

一
日
か
ら

全
国
一
斉
に
切
り
替
え
ら
れ
る

こ

と
に
な
り
ま
し
た

。

来
る
べ
き

二
十

一
世
紀
の
新
時

代
に
向
け
て
、
き

わ
や
か
で
力

強
く

、

そ
し

て
県
民
の
方
々
に

親
し
ま
れ
る

、

そ
ん
な
警
察
官

を
目

指
し
て
頑
張
り
ま
す

。

(愛
媛
県
野
察
本
部
)

f゚X 夏、回，



シリーズ

1 11 町宮ιけのふ:

タJ
。

*3月の星空あんない
一一一 観察場所 重信町比奈良

3月中旬の20時ころ

重信天文台か ら 一一

うみへび1庄の蛇の頭はかに庄の南にあり、 蛇の し っぽの

先はおとめ座のスピカの南にあ っ て夜更けに出てきま

す。

しし庄の大鎌にある明るい蛙がレ グルスで、太陽の通

り道に最も近L 、 l等星です。

15 11 こ ろに西の空に三 日月が比え ます。 三日 月 の向き

は李首i によ っ て変わるので、月 の向きに注意 しまし ょ

う 。 1与の IY1 ~監の金JlLが ドl の入り直後の西の地平線上にち

ょっ と 見えて HH むなく沈みます。 夜更けにはてんひ'ん岐

にある明るい木星が南米のどEに昇ってきます。

観察時間

がF4で空がぼんやりする季節ですが、áf.ーの瞬きが小さ

くなります。 「暑さ :尽さむ彼jj1 まてレ」 の ，言葉があります

が、復 1mはまだ寒さが厳しいでし ょ う 。

3YI には、かに崎、しし/'-lL うみへび/'-lL などの星!主を

比 ましょう 。 lりi る い JI~が多 く て賑やかな冬の昆肢は凶へ

傾き、落ち若いた春の星座がM.空を飾りま す。 きれいに

哨れた伎にかに庄の '1 ' 央にある小 さい問辺形の中 にプ

レセペ昼間がl士I 1恨でぼんやり見え、双眼鏡を向けると数

1 O~I古iの昆の集まりに比えます。 ヨーロ ッパではプレセへ

1昼間を「ロパのかいば揃」、「蜜蜂の巣」などと呼びます。

重
信
町
文
化
協
会
か
ら
お
知
ら
せ

町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
踊
協
会

第
十
六
回
お
さ
ら
い
会

日
時

三
川
六
日

間

午
前
十
時
1

午
後
四
時

重
信
町
民
会
館

大
ホ
ー
ル

場
所

第
十
五
回

量
償
町
舞
踊
連
結
会

発
表
会三

月
十
三
日

間

午
前
十

一時
1

午
後
三
時

重
信
町
民
会
館

大
ホ
i

ル

日
時

場
所
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同

教

和

膏

「
第
五
回
人
権
を
語
る
集
い
」
か
ら
③

苦
し
み
は
、

弱
い
立
場
の
人
に
し
か

わ
か
ら
な
い
の
で
す
か

信
中
学
校

二
年

宮
内
智
子

苦
し
み
は
、
弱
い
立
場
の
人
に

し
か
、
わ
か
ら
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。

も
し
、
そ
う
だ
と
し
た
ら
、

そ
ん
な
社
の
小

で
い
い
の
で
し
ょ

う

か
。

私
は
、
小
学
校

の
頃
に
「
撲
、

も
う
我
慢
で
き
な
い
よ
」
と
い
う

本
を
読
み
ま
し
た

。

そ
れ
は
、
小

学
校

一
年
生
の
男
の
子
が
同
級
生

と
先
作
い
か
ら
受
け
た
い
じ
め
に
耐

え
き
れ
ず
、
と
う
と
う

向
殺
を
し

て
し
ま

っ
た
と
い
う
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
の
お
話
で
す

。

A
4

の
文

集
に
白
か
れ
た
み
ん
な
か

ら
の
-
J
H

菓
は
ひ
ど
い
も

の
で
す

。

「
お
前
E
Y一

連
う
組
に
な
れ
て

う
れ
し
い
。

」
と

か
「
死
ね
と
ま
で
は
三
わ
な
い
か

ら

、
転
校
し
て
行

っ

て
く
だ
さ

い
。

」
な
ど
で
す
。

私
に
は

、

人
間

の
言

葉
と
は
忠
え
ま
せ
ん
で
し

た
。

こ
の
本
は

、

私
の
心
の
中

に

焼
き
付
い
て
生
涯
忘
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
と
な
る
で
し

ょ

う
。

さ

ら
に

、
最
近
で
(
新
聞
や

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
、
よ
く

い
じ
め
に
つ
い
て
の
記
長
を
凡
か

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。

い
じ
め
る
側
の
人
は
、
内
分
が

い
じ
め
っ
子
だ
っ
た
こ
と
を
き
れ

い
き

っ

ぱ
り
と
忘
れ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん

。

し
か
し
、

い
じ

め
ら
れ
た
人
は
、
そ
の
こ
と
を
深

い
深
い
心
の
傷
と
し
て
一
生
背
負

っ
て
生
き
-て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん

。

た
と
え
そ
の
傷
を
い
や

せ
た
と
し
て
も

、
前
去
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
す

。

私
は
、
小

学
校

一
・

二
年
の
唄

い
じ
め
ら
れ

っ

子
で
し
た
。

学
校

で
い
じ
め
ら
れ

、
家
に
州

っ
て

・似

を
流
す
何
日
で
し
た

。

私
の
楽
し

み
に
し
て
い
た
学
校
生
前
は

、
こ

ん
な
つ
ら
い
待

目

だ
っ

た
の
で
す

。

今
思
え
ば
、

よ
く
登
校
拒
否
を
し

な
か
っ
た
な
あ
と
、
自
分
で
も
不

思
議
に
思
い
ま
す
。

私
は
手
術
を

き

っ

か
け
に
ぜ
ん
そ
く
に
な

り
、

よ
く
学
校
を
欠
席
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た

。

そ
の
こ
と
が
理

山

だ

っ

た
よ
う
で
す
。

ど
ん
な
こ
と
を

さ
れ
た
か
は
、
も
う
あ
ま
り
党
え

て
い
ま
せ
ん
が
、
あ
の
と
き
感
じ

た
こ
と
は
六
年
半
以
上
た
っ
た
人
ー

で
も
、
ま
だ
変
わ
ら
ず
は

っ
き
り

と
党
え
て
い
ま
す

。

あ

の
と
き
の

気
持
ち
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

私
の
こ
と
を
い
じ
め
た
人
た
ち
を

憎
ん
で
は
い
ま
せ
ん

。

現
在
の
私
か
ら
考
え
る
と
誰

一

入
、
私
が
い
じ
め
ら
れ
っ

チ
だ
っ

た
と
は
忠
わ
な
い
で
し
ょ
う

。

ん
た

は
、
私
門
身
も
あ

の
と
き
の

こ
と

は
忠
一
歩
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う

こ

と
が
あ
る
く
ら
い
で
す

。

で
も
想
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん

。

実

際
に
起
こ
っ
た
山
米
半
な
の
で
す

。

人権を語る集い回5
 

体
の
弱
い
人

、

障
害
の
あ
る
人
な

ど
を
い
じ
め
た
り

、

差
別
し
た
り

す
る
の
は
ひ
ど
い
こ
と
で
す

。

絶

対
に
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す

。

今
、
日

本
小
で
「
同
和
教
育
」

が
雌
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す

。

し

か
し
、
な
か
な
か
な
く
な
り
ま
せ

ん
。

特
に
、
)江
4

ド
時
代
か
ら
の

部

必
差
別
は
今
も
な
お
、
畑
山
強
く
伐

っ

て
い
ま
す

。

そ
の
上
地
に
生
ま

れ
た
か
ら
と
い

っ

て
、
何
カ
L
け

な
い
の
で
し
ょ
う

。

生
ま
れ
て
く

る
子
ど
も
に
は
、
生
ま
れ
る
場
所

や
、
生
む
親
を
選
ぶ
こ
と
な
ん
て

で
き
ま
せ
ん

。

そ
の
上
地
で
生
ま

れ
た
か
ら
と
い

っ
て
、

一
生
つ
ら

い
思
い
を
し
て
生
き
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か

。

悪
い
の
は
、
身
分
制
度
を
作

っ
た

江
戸
時
代
の
人
々
で
し
ょ
う

。

し

か
し
、

そ
の
間
違
っ
た
考
え
方
を

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
取
り
除
く
こ

と
が
で
き
な
い
私
た
ち
も
悪
い
の

で
す
。

(
小
略
)

私
は
同
和
教
育
に
よ

っ

て
、
「
何

が
差
別
な
の
か

、
ま
た
、

差
別
を

な
く
す
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
」
と
い
う

こ
と
を
常
に
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と

を
学
び
ま
し
た

。

私
た
ち
に
は
、

一
一卜

一
川
町
紀
を
背
負
っ
て
た
つ
義

務
が
あ
り
ま
す

。

だ
か
ら
こ
そ
、

も

っ

と
い
凡
剣
に
差
別
に
つ
い
て
学

背
し
、
ど
う
す
れ
ば

け

本
小

の
、

い
や
併
界
中

の
人
々
が
.
平
和
で
ギ

せ
に
非
ら
せ
る
か
と
い
う
こ
と
を

考
え
て
、
行
動

し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す

。

そ
の

た
め
に
は
、
ま
ず
、

身
近
に
あ
る

差
別
を
な
く
す
よ
う
に
行
動
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す

。

新
刊
図
書
案
内

〈
哲
学v

人
生
を

三
倍
に

る

ー

万
代
恒
雄

〈
歴
史
〉
日

本
軍
政
下
の

ア
ジ

ア
l

小
林
英
夫

〈
伝
記
〉
意
気
に
燃
え
る
l

沢

回
ふ
じ
子

〈
政
治
・
経
済
〉

政
治
腐
敗
を

撃
つ
|

毎
日

新
聞
社
会
部
・

統
令
と
分
裂
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

l

梶
田
孝
道

〈
医
学
〉
現
代
病
の
周
辺
|

読

売
新
聞
社

〈
技
術
・
産
業
〉
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
ー

ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
社
・

段

薬
の
正
し
い
使
い
方
l

山
川

哲
弘

〈
芸
術
〉
茶
の
湯
を
楽
し
む
|

鱗
談
社

〈
文
学
〉

モ
ン
パ
の
木
の
下
で

ー
椎
名
誠

〔
お
知
ら
せ
〕

3

月

3

日
j
E

日
・
日
日
i

刊
日
の
問
、
館
内
整
理
の
た

め
休
館
し
ま
す
。

〔
今
月
の
休
館
日
〕

3

日
j
7

目
、
同
日
、
何
回
、

引
目
、
η
目
、
日
日
1

引
日

〔
今
月
の
標
語
〕

壁
を
う
が
ち
て
書
を
読
む

H

貧
苦
の
中
で
学
聞
を
す
る
こ
と
。 き



学
校
だ
よ

D

⑧

少
年
式

重
信
中
学
校
で
l
二
月
間
日
、

、
一春
の
日
に
、
今
年
度
卜
四
歳
に

な
る
二
年
生
二
百
九
十
名
の
健
康

と
前
途
を
祝
し
、
多
数
の
ご
来
賓
、

保
護
者
の
方
々
の
ご
出
席
の
も
と
、

少
年
式
が
椛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、

学
校
長
を
初
め
と

し
、
人
生
の
先
輩
か
ら
式
辞
や
祝

辞
を
い
た
だ
き
、
三
年
生
の
大
野

弘
美
子
さ
ん
か
ら
は
励
ま
し
の

J
一円

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
に

応
え
る
よ
う
に
宮
城
君
、
出
崎
さ

ん
の
「
・
:
今
ま
で
社
会
を
支

え

1 13 ・7ιけのぶ

重
信
町

.lL 

力強い奮いの言葉

て
米
ら
れ
た
店
々
の
怠
志
を
受
け

継
ぎ
、
ι

派
に
自
分
の
責
任
を
果

た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

。

・
・
」
と
い
う
伏
表
桟
拶
が
あ
り
、

続
い
て
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
「
今
の

向
分
た
ち
に
と

っ

て
何
が
大
切
な

の
か
」
を

考
え
て
ま
と
め
た

持
い

の
三
葉
を
戸
山
ら
か
に
述

べ
、
会

場
の
人
々
の
感
動
を
呼
び
ま
し
た
。

二
郎
の
記
念
行
事
は
、
少
年
式

実
行
委
久
長
の
深
沈
徹
北
と
佐
々

木
加
奈
さ
ん
を
中
心
に
進
め
ら
れ

ま
し
た

。

「
内
分
た
ち
の
手
に
よ
る

少
年
式
を
」
と
昨
年
卜

こ
け
か
ら

組
織
を
作
り
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
「
社

会
に
氏
献
で
き
る
人
間
を
め
ざ
し

て
」
サ
ブ
テ
ー
マ
「
兵
の
，
出
気



m
Hか
な
思
考
力

・

正
し
い
礼
儀
」

と
し
た
い
き
さ
つ

i
y六

れ
分
の
こ

と
だ
け
で
梢

一
杯
だ
っ

た
今
ま
で

の
内
分
か
ら
一
歩
成
長
し

て
、
他

の
た
め
に
何
か
で
き
る
自
分
に
な

ろ
う
と
い
う
な
気
込
み
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
テ
ー

マ
に
即
し
た
立
見
発
表
が
、
今
井

君
と
守
屋
さ
ん
に
よ
っ
て
な
さ
れ

ま
し
た

。

ま
た

、

新
村
の
牧
究
室
さ
ん
と
、

留
学
生
で
ベ
ナ
ン
人
の
ク
ヌ
ホ

・

ロ
ー

レ
ン
さ
ん
が
「
凶
際
理
解

重
信
中
学
校

相
手
を
知
ろ
う
と
す
る
こ
と
で
、

そ
う
慨
し
い
こ
と
で
は
な
い
よ

。

附
界

の
人
々
は
皮
脂
の
色
や

召

集

は
追
っ
て
も

、

み
ん
な
心
は
同
じ

。

ち
ょ
っ

と
し
た
思
い
や
り
か
ら
交

流
は
始
ま
る

。

「
少
年
の
心
を
持
っ

た
大
人

』

に
な

っ
て
ほ
し
い
。

好

奇
心
と
キ
ラ
キ
ラ
し
た
陀
を
持

っ

て
、
恥
ず
か
し
が
ら
ず
、
知
ろ
う

と
し
て
ほ
し
い

。

ア
フ
リ
カ
に
つ

い
て
も
、
ベ
ナ
ン
に
つ
い
て
も
」

と
心
に
斡
く
訴
を
し
て
下
さ
い
ま

1
レ
ト
~。

午
後
は
、
先
日
の
清
掃
奉
仕
活

動
に
続
き
、
地
域
に
出
る
活
動
と

し
て
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
や
蒸
し
ケ

ー

キ
、
折
り
鶴
、
そ
れ
に
南
野
田

の
明
賀
利
保
さ
ん
か
ら
の
思
い
も

クヌホさんと牧さんのお話

ら
ぬ
寄
附
川
口
問
の
野
川
人
形
を
お

上
産
に
、
お
年
寄
り
宅
を
訪
問
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
立
重
な
体
験
な

ど
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

二
年
生
に
と
っ

て
、
こ
の
少
年

式
へ
の
取
り
組
み
は
、
「
社
会
に
貢

献
で
き
る
人
間
を
め
ざ
し
て
へ
そ

の
確
か
な
一
歩
と
な
る
こ
と
で

し

上
つ

。

教
師

同日
野
邦
彦

所
在
地

配
信
町
ぷ
津
川
九
九

一

生
徒
数

ー
』

』

職
員
数

間
八
人

烹関~

お年寄り宅を訪問、会話もはずみまも

1月26日、 清掃奉仕、 こんなにゴミを集めました。
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話

に
議
h
u

重
信
町
文
化
協
会
で
は
、
去
る

一
月
九
日
、
十
七
日
の

二
日
間
、

町
民
会
館
で
、
俳
句
、
短
歌
、
川

柳
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
全
を
聞
き
ま

し
た
。

入
選
作
を
紹
介
し
ま
す

。一
月
九
日

最
高
得
点
句
賞

車両
の

司1
グ〉

音 林
去 ・
る山
枯内
野千
か代
r.- イ-

(
選
考

特
選

梅
岡
ち
と
せ
)

松蓬f
過生t
ぎで
て厨
土 lこ
の志萌
匂 i輩 ゆ旧
ひ川る窪
に ・ 匂
寧篠い山
ら 原 i両日1
げ和つ杏
り 子 花

志
津
川

・

中
野
寿
子

枯
土
手
や
碑
文
に
村
の
哀
史
あ
り

見
奈
良

・

池
川
紀
子

キ
ュ
ー
イ
さ
み
ど
り
青
年
の
片
え
く

ぽ

牛
測

・

八
木
美
恵

室
咲
き
の
花
に
水
や
る
快
復
期

一
月
九
日

特
選
作

ド
林
・

浅
井
シ
ズ
子

大
根
の
時
き
時
も

党
え
ぬ

母
と
な
り

吾
を
頼
れ
る
掌

の
柔
か
し

同
海陛
盟下
か迎
な え
れて 上
白魚村
i皮放
たち高
ちた須
てる賀

滑 ら京
美子

(かわら版〉

比
奈
良
・

月
立

ゆ
く

り
な

く

夜
半
の
ラ
ジ
オ

の
菩
提
樹
に

思
ひ
山

し
た
り
述
き
わ
が
友

一
月
十
七
日

新春俳句大会

特
選
句

眼
鏡

田
窪
・

野
口
三
代
子

色
眼
鏡
は
ず
す
と
背
い
鳥
が
見

え

一
番

下
林
・
谷
松
治

美

一
番
に
な
っ
て
背
中
に
目
が
ほ
し
い

見
栄

田
窪
・

好
永
ひ
ろ
し

玄
関
と
庭
に
糸
目
を
つ
け
ぬ
金

ぼくたちの街をきれりに

一
月

二
」
l

六
日
、

重

信
中

学
校
で
は
、
少
年

式
を
迎
え
る

二
年
生
全

員
が
、
社
会

奉
仕
の

一

つ
と
し
て

、

町
内
の
公

共
施
設
な
ど
の

、
清
掃

を
行
い
ま
し

た
。

体
操
服
に
者
が
え
た

生
徒
た
ち
は
、
見

奈
良

駅
周
辺
や
町
民
会
館
、

隻
手
薬
師
、
重
信
川
堤

防
な
ど
、
数

カ

所
に
わ

か
れ

、

約
二
時
間
余
り

を
か
け
て
清
掃
し
ま
し

た
が

、

あ
ま
り
の
ゴ
ミ

の
多
さ
に
驚
い
た
様
子

で
し
た

。

(
日ペ
l

ジ
に
関
連
記
事
)

自
衛
官
募
集

本

二
等
陸
海
空
士
*

応
募
資
格

平
成
六
年
高
等
学
校
卒
業
予
定
、

ま
た
は

一
八
才
以
上

、

二
七
才

米
渦
の
男
女

給
与初

任
給

(
月
額
一
五

一
、
八

O
O
円
)

期
末

・

勤
勉
手
当

ほ
か
各
種
手

当

が
職
務
や
勤
務
粂
件
に
よ
っ

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

衣
食
住

食
事
・

宿
泊
費
無
料
の
ほ
か
、

被
服
等
も
す
べ
て
無
料
で
支
給

ま
た
は
貸
与
さ
れ
ま
す
。

手
当特

別
退
職
手
当

問
い
合
わ
せ

役
場
総
務
課宮

六
四
ー

ニ
O
O

一

自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部

宮
四
七
|

三
O
四
O



こ
ど
も
の

さ
い
τ
ゐ

そ
の
後
、
「

葉
っ
ぱ
の
ゆ
り
か

ご
」
「
お
と
も
だ
ち
」

な
ど
、
す
ば

ら
し
い

映
画
を

一
時
間
余
り

。

初

め
て
の
集
い
に
、
父
兄
も
含
め
て

約
三
百
五
十
人
が
集
ま
り
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た

。

一
一月
j
目

、

重
信
町
保
育
会
に

よ
る
「
幼
児
の
柴
山
地(
」
が
、
町
民

会
館
で
聞
か
れ
ま
し
た

。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
五
才
児
た

ち
の

「
和太
鼓
」
。

七
、
八
人
ず
つ

の
グ
ル
ー
プ
で
、
息
を
あ
わ
せ
て

ド
ン
ド

コ
ド
ン

。

続
い
て
、
コ
茅

・
児
、
四
才
児
も

加
わ

っ

て
、
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
や

ア
ブ
ラ
ハ
ム
な
ど
「
な
か
よ
く
ダ

ン
ス

」。

大
き
な
う
た

、

ガ
ン
パ
リ

マ
ン
の
う
た
も
、
み
ん
な
で
う
た

い
ま
し
た

。

1 15 ・7ιけめぶ

子
、
厨
房
巴
入
答
ラ

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
作
会
で

l
、

二
月
七
円
、
町
民
会
館
で
「
引
の

料
理
教
宅
」
を
開
き
ま
し
た

。

朝
早
く
か
ら
集
ま
っ
た
の
は
、

男
性
ば
か
り
三
十
人
、

一平
均
年
齢

七
十
才
余
の
お
と
し
よ
り
た
ち

。

ま
ず
は
、
米
を
研
ぐ
こ
と
か
ら
始

め
、
制
を
お
ろ
し
て
「
鯛
飯
」
作

り

。

に
ん
じ
ん
の
み
じ
ん
切
り
、

大
根
の
せ
ん
切
り
な
ど
に
も
挑

戦
。

「
い
わ
し
の
フ
ラ
ワ
ー
焼
き
」

「
魁
と
し
め
じ
の
牛

乳
み
そ
汁
」

な
ど
五
品
目
の
料
理
『
』
腕
を
振
る

い
ま
し
た
。

お
と
し
よ
り
も交
通
安
全

一
一月
七
日
午
後
、
町
民
会
館
引

「
一
品
齢
者
交
通
安
全
教
室
」
が附

か
れ
ま
し
た

。

こ

れ
は

、

今
年
に
な

っ
て
、
交

通
事
故
で

の
お
と
し
よ
り

の
死
者

が
相
次
い
で
い
る
た
め
、
松
山
東

瞥
察
署
の
協
力
で
、
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
た
も
の
で
す

。

夜
間
や
早
朝
の
暗
が
り
で
、
反

射
テ
ー
プ
や
タ
ス
キ
が
い
か
に
有

効
か
な
ど
、
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

も
あ
り
ま
し
た

。

~
…
二
日
、佐門
町
長
一
い
れど
こ
、昨
一
一
台
町

、
一
一
』

r

強
~内
己
主

主
醤

ご

1

羽
田
;

三
一ι
一
七
日
市

ち
ょ
っ
と
古
い
話

題
と
な
り
ま

し
た
が

、

今
月
号
の
表
紙
は

、

二

月

二
日
、
搾
志
保
育
所
で
の
豆
ま

き
の
様
子

。

節
分
に
ち

な
ん
で
の

催
し
で
す

。

鬼
に
扮
し
た
保
母
さ

ん
が
「
鬼
は
そ
と

。

一怖
は
う
ち
。

」

子
供
た
ち
は
、
上
を
下
へ
の
大
さ

わ
ぎ

。

小
に
は

、
本
当
に
鬼
を
怖

が
る
チ
む
い
た
と
か

。

辞
書
に
よ
る
と

、

鬼
と
は
「

人

の
形
を
し
、
つ
の

・

き
ぱ
を
持
ち
、

慌
h

の
あ
る
恕
保
上
の
生
き
物

。

人
を
捕
え
て
食
う
、
と
恐
れ
ら
れ

た
。

」
に
始
ま
り
、

一
五
、
「
あ
る

が
に
う

ち
こ
ん
で
い
る
人

。

仕
ぃ
引

の
鬼
な
ど
。
」
と
も
あ
り
ま
す

。

ま

た
、
「
鬼
に
金
持。
」
「
鬼
の
U

に
も

一成
。

」
な
ど
、
こ
と
わ
ざ
も
数
多
く

、

結
近
で
は
、
多
忙
極
ま
り
な
い
時
、

「
鬼
の
よ
う
に
忙
し
い

。

」
と
も

。

想
像
の
附
界

の
生
き
物
が
‘

川
切

実
の
此
界
で
も

、

堂
々
と
午
い
き
て

い
る
例
で
す
ね

。

(
う
)

役場は

毎週土曜日

休みで弘
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